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「
終
戦
と
と
も
に
山
野
が
軍
事

基
地
化
さ
れ
、
毒
ガ
ス
が
貯
蔵
さ

れ
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
へ
の
発
進
が

繰
り
返
さ
れ
る
。
美
里
村
の
姿
は

沖
縄
の
縮
め
ら
れ
た
姿
だ
」
。
１

９
６
９
年
�
月
�
日
、
在
沖
米
軍

が
貯
蔵
し
て
い
た
毒
ガ
ス
の
撤
去

を
求
め
る
県
民
大
会
が
美
里
村
（
現
在
の
沖

縄
市
）
で
開
か
れ
た
。
翌
日
の
本
紙
に
登
壇

者
の
声
が
載
っ
て
い
る
▼
同
年
７
月
、
基
地

内
で
ガ
ス
漏
れ
事
故
が
あ
り
、
毒
ガ
ス
の
貯

蔵
が
発
覚
し
た
。
当
時
、
住
民
が
目
に
し
た

不
可
解
な
事
例
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
「
演

習
場
近
く
で
住
民
が
皮
膚
に
炎
症
を
起
こ
し

た
」
「
ウ
サ
ギ
が
死
ん
で
い
た
」
▼
毒
ガ
ス

は
�
年
に
沖
縄
か
ら
撤
去
さ
れ
た
。
そ
れ
か

ら
�
年
、
嘉
手
納
基
地
の
火
災
で
塩
素
ガ
ス

が
発
生
し
た
。
米
軍
関
係
者
多
数
が
軽
傷
を

負
っ
た
▼
基
地
で
保
管
さ
れ
て
い
た
の
は
次

亜
塩
素
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
。
プ
ー
ル
の
消
毒
な

ど
で
使
用
さ
れ
る
物
質
だ
。
米
軍
は
「
基
地

の
外
に
は
流
出
し
て
い
な
い
」
と
す
る
。
県

民
は
こ
の
物
質
が
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

火
災
に
よ
っ
て
知
っ
た
▼
す
ぐ
そ
ば
に
毒
ガ

ス
が
あ
っ
た
当
時
の
恐
怖
を
想
起
し
た
県
民

も
い
る
だ
ろ
う
。
基
地
周
辺
の
水
源
で
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
が
検
出
さ
れ
て
い
る
問
題
も

あ
る
。
普
天
間
基
地
で
同
物
質
が
含
ま
れ
る

泡
消
火
剤
の
流
出
事
故
も
あ
っ
た
▼
美
里
村

で
の
県
民
大
会
参
加
者
が
昨
年
、
取
材
に
答

え
た
。「基
地
の
中
は
見
え
な
い
。
毒
ガ
ス
だ

っ
て
絶
対
に
な
い
と
断
言
で
き
る
の
か
」。不

信
感
の
基
底
に
は
米
軍
が
情
報
を
隠
し
、
県

民
を
欺
き
続
け
た
戦
後
の
�
年
間
が
あ
る
。

　星野リゾートは、那覇市松山の国道

�号沿いにホテル「ＯＭＯ（オモ）５

沖縄那覇」を開業すると発表した。

　コロナ禍で困窮する世帯を支援しよ

うと、沖縄大学の学生たちが食料の寄

付を募る「フードドライブ」に取り組

んでいる。
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新型コロナウイルスの影響により約４

カ月遅れのシーズン開幕戦となった。
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こた めん

答えは�面

やま

①サル山
いけ

②コイの池
の もの

③乗り物コーナー

おき なわ くに さい きん し せつ

沖縄こどもの国で最近、ある施設がリ
つぎ

ニューアルしたよ。次のうちどれか

な？

　
２
年
前
の
慰
霊
の
日
。
あ
い
さ
つ
に
向
か
う
安
倍
晋
三
首
相
を
見
つ
め
る
翁
長
雄
志
前
知
事
の
ま
な
ざ
し
は
、

今
で
も
県
民
の
脳
裏
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
時
の
情
景
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ

る
。
平
和
な
世
に
下
鎧
は
い
ら
な
い
。

（
選
者
・
宮
城
一
春
）

２
０
１
９
年
に
粟
国
村
で
捕
獲

さ
れ
た
全
長
１
㍍
�
㌢
の
ハ
ブ

（
県
衛
生
環
境
研
究
所
提
供
）

首里城公園の有料区域な

どを視察する玉城デニー

知事＝�日、那覇市
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◆各地の日出・日入、潮汐情報、きのうの天気は�面

横
田
基
地
か
ら
移
駐
し
た
米
空
軍

Ｆ
４
フ
ァ
ン
ト
ム
機
＝
１
９
７
１

年
３
月
�
日
、
米
軍
嘉
手
納
基
地

　
城
間
幹
子
那
覇
市
長
は
�
日

の
定
例
記
者
会
見
で
、
戦
時
中

に
首
里
城
地
下
に
築
か
れ
た
第

�
軍
司
令
部
壕
の
保
存
と
公
開

を
県
に
求
め
る
考
え
を
明
ら
か

に
し
た
。
市
議
会
は
�
日
午
前

に
６
月
定
例
会
最
終
本
会
議
を

開
き
、
壕
の
保
存
・
公
開
を
求

め
る
意
見
書
を
全
会
一
致
で
可

決
す
る
見
通
し
。
同
日
午
後
に

城
間
市
長
と
久
高
友
弘
議
長
ら

が
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
を
訪
ね
、

意
見
書
と
市
の
要
望
書
を
手
交

す
る
。

　
城
間
市
長
は
会
見
で
第
�
軍

司
令
部
壕
に
つ
い
て
「
負
の
遺

産
で
は
あ
る
が
、
し
っ
か
り
整

備
、
公
開
を
し
て
、
こ
う
い
う

歴
史
が
あ
っ
た
と
若
い
人
に
伝

え
て
い
く
場
所
か
と
思
う
」
と

指
摘
し
た
。

　
県
は
Ｉ
Ｔ
技
術
を
用
い
て
壕

内
部
の
公
開
を
検
討
す
る
と
し

て
い
る
が
、
現
場
公
開
を
求
め

る
声
は
根
強
い
。
城
間
市
長
は

「
現
代
の
技
術
を
駆
使
し
た
公

開
に
も
期
待
し
て
い
る
。
安
全

優
先
で
（現
場
公
開
も
）可
能
な

範
囲
で
求
め
た
い
」と
述
べ
た
。

　
第
�
軍
司
令
部
壕
の
公
開
を

求
め
る
世
論
は
首
里
城
再
建
の

動
き
に
伴
い
高
ま
っ
て
き
た
。

城
間
市
長
は
「
首
里
城
焼
失
は

本
当
に
残
念
だ
が
、
戦
争
遺
跡

と
し
て
の
首
里
城
、
文
化
の
発

信
地
と
し
て
の
首
里
城
、
さ
ま

ざ
ま
な
側
面
を
わ
れ
わ
れ
に
気

付
か
せ
て
く
れ
た
」と
語
っ
た
。

　
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
は
�
日
、

昨
年
�
月
末
の
火
災
で
正
殿
な

ど
が
焼
失
し
た
首
里
城
の
復
元

状
況
を
視
察
し
た
。
�
日
に
有

料
区
域
の
一
般
公
開
が
始
ま
っ

て
以
降
、
玉
城
知
事
の
視
察
は

初
め
て
。

　
玉
城
知
事
は
担
当
者
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
、
建
物
の
解
体

工
事
の
状
況
や
、
世
界
文
化
遺

産
と
な
っ
て
い
る
正
殿
の
地
下

遺
構
な
ど
を
確
認
し
た
。
視
察

後
、
「
観
光
客
や
県
民
の
皆
さ

ん
に
は
こ
の
移
り
変
わ
り
ゆ
く

首
里
城
に
い
ろ
い
ろ
な
思
い
を

は
せ
て
も
ら
い
、
新
た
な
首
里

城
巡
り
の
コ
ー
ス
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
県
は
現
在
、
正
殿
裏
側
で
、

休
憩
や
催
事
に
使
え
る
施
設
の

整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

　
Ｆ
４
の
嘉
手
納
移
駐
は
�
年

�
月
�
日
に
日
米
間
で
合
意
さ

れ
た
。
当
時
進
ん
で
い
た
日
本

本
土
の
米
軍
基
地
再
編
計
画
の

柱
の
一
つ
で
、
他
に
三
沢
基
地

（
青
森
県
）
の
Ｆ
４
を
米
本
国

と
韓
国
に
移
駐
す
る
こ
と
や
、

厚
木
基
地
（
神
奈
川
県
）
の
米

軍
兵
力
削
減
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
た
。

　
こ
れ
に
先
立
つ
�
年
８
月
、

米
国
の
海
外
基
地
に
つ
い
て
調

査
し
た
米
上
院
外
交
委
員
会
の

小
委
員
会
の
議
事
録
が
公
開
さ

れ
、
在
日
米
軍
基
地
が
日
本
防

衛
よ
り
周
辺
諸
国
の
防
衛
の
た

め
に
あ
る
と
の
米
政
府
関
係
者

の
見
解
が
明
る
み
に
出
た
。

　
こ
の
こ
と
が
波
紋
を
広
げ
る

中
、
日
本
防
衛
の
象
徴
で
も
あ

る
横
田
と
三
沢
の
戦
闘
機
移
転

が
米
軍
再
編
の
一
環
と
し
て
検

討
さ
れ
、
日
本
側
の
不
信
感
を

米
側
が
敏
感
に
捉
え
て
い
た
様

子
が
米
公
文
書
か
ら
浮
か
び
上

が
る
。

　
�
年
９
月
８
日
の
駐
日
米
大

使
か
ら
米
国
務
省
宛
の
公
電
で

は
、
横
田
と
三
沢
の
Ｆ
４
部
隊

撤
退
で
日
本
側
に
誤
っ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
与
え
な
い
よ
う
、
移

駐
先
や
移
駐
時
期
の
決
定
が
も

た
ら
す
政
治
的
影
響
に
つ
い
て

注
意
が
促
さ
れ
た
。
川
名
氏
に

よ
る
と
、
国
防
総
省
が
横
田
の

Ｆ
４
移
駐
先
と
し
て
米
本
国
や

グ
ア
ム
を
検
討
し
て
い
た
が
、

国
務
省
が
待
っ
た
を
か
け
る
形

で
嘉
手
納
に
変
更
さ
れ
て
い
っ

た
と
い
う
。

　
本
土
で
は
�
年
代
、
関
東
の

空
軍
基
地
の
大
部
分
を
横
田
基

地
に
集
約
す
る
「
関
東
計
画
」

な
ど
に
よ
り
、
首
都
圏
の
米
軍

基
地
が
減
少
し
た
。
�
年
に
完

了
し
た
Ｆ
４
移
駐
を
契
機
に
横

田
は
輸
送
機
の
基
地
と
し
て
性

格
を
変
え
、
嘉
手
納
の
Ｆ
４
は

そ
の
後
Ｆ
�
戦
闘
機
に
切
り
替

わ
り
、
現
在
に
至
る
。

　
川
名
氏
は
Ｆ
４
移
駐
に
つ
い

て
「
戦
略
上
の
理
由
よ
り
も
、

日
本
政
府
が
抱
い
て
い
た
『
見

捨
て
ら
れ
』
の
不
安
を
解
消
す

る
米
側
の
政
治
的
措
置
だ
っ

た
。
日
本
本
土
の
、
と
り
わ
け

東
京
の
基
地
問
題
の
解
消
の
代

償
と
し
て
沖
縄
の
基
地
負
担
が

増
大
し
た
こ
と
が
、
新
た
な
側

面
か
ら
実
証
さ
れ
た
」
と
指
摘

し
た
。

　

（
當
山
幸
都
）

　
【
東
京
】
１
９
７
０
年
�
月
に
日
米
両
政
府
が
合
意
し
た
米
軍
横
田
基
地

（
東
京
都
）
の
Ｆ
４
フ
ァ
ン
ト
ム
戦
闘
機
部
隊
の
移
駐
先
に
つ
い
て
、
米
側

が
米
軍
撤
退
を
不
安
視
す
る
日
本
政
府
に
配
慮
し
、
当
初
検
討
さ
れ
た
米
本

国
や
米
領
グ
ア
ム
で
は
な
く
嘉
手
納
基
地
に
決
定
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。
東
京
工
業
大
の
川
名
晋
史
准
教
授
（
国
際
政
治
学
）
が
、
米
公
文
書
か

ら
明
ら
か
に
し
た
。
横
田
基
地
か
ら
地
理
的
に
近
い
沖
縄
を
移
駐
先
と
す
るふっ

こ
と
で
、
米
軍
が
日
本
防
衛
に
関
与
し
な
く
な
る
と
の
日
本
側
の
懸
念
を
払

し
ょ
く拭

す
る
政
治
的
判
断
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。

（
３
面
に
関
連
）

　
【
粟
国
】
２
０
１
７
年
に
島

内
で
初
め
て
ハ
ブ
が
確
認
さ

れ
、
県
が
定
着
の
有
無
を
調
査

し
て
い
る
粟
国
村
で
、
�
年
か

ら
今
月
�
日
ま
で
に
、
�
匹
の

ハ
ブ
が
捕
獲
さ
れ
た
。
同
村
へ

の
ハ
ブ
の
定
着
に
つ
い
て
県
は

「
判
断
は
で
き
な
い
」
と
し
て

い
た
が
、
�
年
９
月
に
子
ハ
ブ

が
発
見
さ
れ
た
こ
と
や
、
断
続

的
に
捕
獲
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
「
定
着
し
て
い
る
可
能
性
が

高
い
」
と
初
め
て
言
及
し
た
。

　
県
と
村
は
�
年
以
降
、
島
全

域
に
�
台
の
捕
獲
器
を
設
置
し

た
。
今
年
は
新
た
に
１
３
０
台

を
設
置
す
る
予
定
。
捕
獲
数
は

�
年
に
３
匹
、
�
年
に
２
匹
と

減
少
し
て
い
た
が
、
�
年
は
９

匹
と
増
え
た
。
�
年
は
６
匹
が

捕
獲
さ
れ
て
い
る
。
県
衛
生
環

境
研
究
所
の
寺
田
考
紀
主
任
研

究
員
は
「
ま
だ
見
つ
か
る
可
能

性
は
高
い
。
�
年
の
９
匹
を
超

え
る
と
考
え
て
い
た
ほ
う
が
い

い
」
と
警
戒
を
強
め
る
。
粟
国

村
に
よ
る
と
、
捕
獲
場
所
は
主

に
島
の
中
央
部
か
ら
北
側
。
住

民
の
住
む
南
側
で
は
発
見
さ
れ

て
お
ら
ず
、
け
が
人
や
農
作
物

へ
の
被
害
報
告
は
な
い
。

　
同
村
は
「
村
民
に
は
発
見
し

た
ら
役
場
に
連
絡
す
る
よ
う
防

災
無
線
な
ど
で
周
知
し
て
い

る
」
と
話
し
た
。
寺
田
さ
ん
は

「
住
民
は
ハ
ブ
が
い
る
か
も
と

思
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
大
事

だ
」と
注
意
を
促
し
た
。県
に
よ

る
と
「定
着
し
て
い
る
」と
断
定

す
る
た
め
の
、
一
つ
の
指
標
と

な
る
卵
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い

と
い
う
。

（
照
屋
大
哲
）

　
【
中
部
】
沖
縄
市
、
嘉
手
納

町
、北
谷
町
で
つ
く
る
「嘉
手
納

飛
行
場
に
関
す
る
三
市
町
連
絡

協
議
会
」（三
連
協
、会
長
・當
山

宏
嘉
手
納
町
長
）は
�
日
午
後
、

米
軍
嘉
手
納
基
地
に
立
ち
入

り
、
�
日
に
火
災
が
あ
っ
た
危

険
物
取
り
扱
い
施
設
の
状
況
を

確
認
し
た
。
消
防
担
当
で
現
場

を
指
揮
し
た
グ
レ
ン
ジ
ャ
ー
大

佐
か
ら
事
故
の
詳
細
や
対
応
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
県
も

立
ち
入
り
を
申
請
す
る
方
向
で

検
討
し
て
お
り
、
�
日
に
も
対

応
を
決
め
る
。
（２
面
に
解
説
）

　
立
ち
入
り
は
三
連
協
の
申
し

入
れ
で
実
現
し
た
が
、
調
査
で

は
な
く
、
現
場
視
察
の
み
だ
っ

た
。
當
山
町
長
に
よ
る
と
、
米

軍
は
今
後
、
安
全
委
員
会
を
設

置
し
原
因
究
明
を
急
ぐ
と
い

う
。
三
連
協
は
あ
ら
た
め
て
米

側
へ
通
報
体
制
の
迅
速
化
や
再

発
防
止
を
求
め
る
方
針
だ
。

　
火
災
の
あ
っ
た
施
設
は
倒
壊

の
恐
れ
が
あ
る
た
め
立
ち
入
り

が
制
限
さ
れ
、
首
長
ら
は
約
�

㍍
離
れ
た
場
所
か
ら
確
認
し

た
。
施
設
は
ほ
ぼ
全
焼
で
、
一

帯
に
は
焼
け
焦
げ
た
臭
い
が
漂

っ
て
い
た
と
い
う
。

　
生
物
環
境
工
学
の
専
門
家
が

大
気
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施

し
、
基
地
外
に
塩
素
ガ
ス
や
そ

の
他
の
有
害
物
質
が
流
出
し
た

事
実
は
な
か
っ
た
と
説
明
し

た
。
排
水
路
で
も
異
常
は
確
認

さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
地
元
自
治
体
へ
の
通
報
が
遅

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
グ
レ
ン

ジ
ャ
ー
大
佐
は
「
間
違
っ
た
情

報
で
混
乱
を
与
え
な
い
よ
う

に
、
調
査
で
具
体
的
な
影
響
を

確
認
で
き
て
か
ら
の
対
応
に
な

っ
た
」
と
説
明
し
た
と
い
う
。

（１ ） 総 合 １版 （��年２月２日第３種郵便物認可） （日刊）
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